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１．近年の河川災害に関する資料整理結果
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■ 近年の河川災害に関する資料の収集・整理

近年の25年間（1995年～2019年）の河川災害を対象に、代表的な堤防被災事例を30件

抽出し、堤防調査委員会報告書等の公表資料をもとに以下の項目について整理した。

⚫ 被災状況

⚫ 被災時の外力（降雨量、最高水位、越流水深、高水位継続時間）

⚫ 被災箇所の特徴（堤防形状・土質、河道状況、地形・地質、場の特異性等）

⚫ 被災原因

⚫ 復旧対策

⚫ 得られた知見・教訓 他

以下では、代表的な堤防被災事例の整理結果を示すとともに、これらから得られた知見等

をもとに堤防被災が懸念される場所の例を提示した。
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発生年 名称 河川名 左右岸 被災箇所 被災原因 被災形態 被災規模 漏水の有無 事例No.

1995 平成7年7月豪雨災害 関川 左岸 16.5k（新井市月岡） 越水 破堤 L=150m 不明 1-1

1998 平成10年8月豪雨災害 阿武隈川 左岸 61.0k 氾濫流の越水 破堤
本川1箇所（L=20m）

支川1箇所
有り 2-1

1998 平成10年8月豪雨災害 余笹川 左右岸 延長16km（那須町） 侵食 河岸崩壊 無し 3-1

2000 平成12年9月東海豪雨災害 新川 左岸 8.2k（名古屋市西区あし原町） 浸透 破堤 L=100m 無し 4-1

2001 平成13年10月台風第15号災害 利根川 右岸 139k（加須市大越地先） 浸透 噴砂 噴砂 2箇所 有り 5-1

円山川 右岸 13.2k（立野地区） 越水と浸透の複合 破堤 L=100m 不明 6-1

出石川 左岸 5.4k（鳥居地区） 越水 破堤 L=100m 不明 6-2

五十嵐川 左岸 3.4k（諏訪地区） 越水と浸透の複合 破堤 L=117m 有り 7-1

刈谷田川 左岸 中之島地区 越水 破堤 L=50m 有り（堤体） 7-2

2004 平成16年7月福井豪雨災害 九頭竜川水系足羽川 左右岸 4.6k 越水と浸透の複合 破堤
破堤区間：L=60m

越水区間：L=900m
無し 8-1

2006 平成18年7月豪雨災害 天竜川 右岸 204.8k(箕輪町松島北島) 侵食 破堤 破堤区間：L=120m 無し 9-1

2006 平成18年7月豪雨災害 斐伊川 右岸 7.5ｋ(今在家地先） 浸透 噴砂・陥没 L=5m 有り 10-1

2007 平成19年9月豪雨災害 米代川 左岸 15.5k 浸透 噴砂 直径3m程度 有り 11-1

2012 平成24年7月九州北部豪雨災害 矢部川 右岸 7.3k 浸透 破堤 決壊幅 約50m 不明 12-1

2013 平成25年7月豪雨災害 子吉川 右岸 10.8k 浸透 噴砂・裏のりすべり L=60m 有り 13-1

2013 平成25年7月大雨災害 梯川 右岸 8.4k（古府地区） 浸透 噴砂・裏のりすべり L=450m 有り（基盤） 14-1

2015 平成27年9月関東・東北豪雨災害 鬼怒川 右岸 21.0k（三坂地区） 越水 破堤 L=200m 不明 15-1

常呂川 左岸 22.6k 越水 裏のり崩れ L=16m 無し 16-1

常呂川 左岸 26.4k，26.8k 浸透 噴砂 噴砂 有り（基盤） 16-2

桂川 右岸 福岡県朝倉市 越水 破堤 決壊1箇所 不明 17-1

赤谷川 左右岸 福岡県朝倉市 河道埋塞 溢水氾濫 0k～8k区間で河道埋塞 7箇所 不明 17-2

2017 平成29年10月台風第21号災害 木津川 右岸 6.0k（久御山地区） 浸透 噴砂 漏水、噴砂 9箇所 有り 18-1

2018 平成30年7月豪雨災害 小田川 左岸 3k400（倉敷市真備町） 越水 破堤 L=100m 不明 19-1

阿武隈川 左岸 98.6k 氾濫流の越水 破堤 L=50m 無し 20-1

鳴瀬川水系吉田川 左岸 20.9k付近（大郷町粕川地先） 越水 破堤 L=100m 無し 20-2

那珂川 左岸 40.0k（常陸大宮市野⼝地先） 越水 破堤 L=200m 無し 20-3

久慈川 左岸 27.0k（常陸大宮市塩原地先） 越水 破堤 L=200m 無し 20-4

荒川水系越辺川 右岸 0.0k付近（川越市平塚新田地先） 越水 破堤 L=70m 無し 20-5

荒川水系都幾川 右岸 0.4k付近（東松山市早俣地先） 越水 破堤 L=90m 無し 20-6

千曲川 左岸 57.5k 越水 破堤 L=70m 無し 20-7

2004 平成16年7.13新潟県豪雨洪水災害

2019 令和元年台風第19号（東日本台風）災害

2017 平成29年7月九州北部豪雨災害

2004 平成16年10月台風第23号災害

2016 平成28年8月北海道大雨激甚災害

■ 対象とした堤防被災事例
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被災原因 被災形態 事例数

被災時の外力 被災箇所の状況

降雨量
(mm)

最高水位－
HWL
(m)

越流水深
(m)

高水位継
続時間
(hr)

堤防比高
（天端－
堤内地）

(m)

のり勾配
（川裏）

小段の有
無

堤体土質

G：砂 礫
S：砂質土
C：粘性土

治水地形
分類

河道状況 場の特異性

越水

破堤 12
200～
610

-0.6～2.4 0.2～0.9 2～60 2.0～7.5
1:1.3～

1:3

有り 3
無し 8
不明 1

G 1
S 3
C 4
S/C 2
不明 2

微高地 6
氾濫平野 5
不明 1

ほぼ直線 4
湾曲部外側 3
湾曲部内側 3
支川合流部 2

狭窄部上流 3
堤防高不足 2

裏のり崩れ 1 340 1.7 0.3 35 3.0 1:2 無し S 旧河道 1 湾曲部外側 堤防高不足 1

氾濫流の
越水

破堤 2
250～
1270

0.3～0.6 0.6 16～96 2.9 1:2
無し 1
不明 1

S
氾濫平野
～旧河道

支川合流部 1
屈曲部 １

遊水地下流 1

越水と浸透
の複合

破堤 3
280～
480

不明 0.3～0.5 1.5～6 3.1～6.9
1:1.8～
1:2.7

有り 2
無し 1

S  2
S/C 1

氾濫平野
～微高地

ほぼ直線 1
湾曲部外側 1
湾曲部内側 1

堤防高不足 1
行き止まり 1

浸透

破堤 2
370～
570

1.1 － 5～8 6.0
1:2～
1:2.5

無し
S/G 1
C    1

旧河道 1
氾濫平野 1

ほぼ直線 1
湾曲部内側 1

HWL超過 1
行き止まり 1

噴砂 4
250～
490

-2.8～1.9 － 9～43 4.0～11.9
1:2～
1:3

有り 2
無し 2

S 3
S/C 1

氾濫平野 ほぼ直線 4 行き止まり 3

噴砂・のり
すべり

2 200 -0.2～0 － 10～56 3.9～4.4
1:1.5～
1:2.2

無し
S   1
S/C 1

旧川微高地 1
旧河道 1

ほぼ直線 1
湾曲部外側 1

噴砂・陥没 1 380 0 ｰ 65 8.0 1:1.8 有り S 氾濫平野 ほぼ直線 行き止まり

侵食

破堤 1 390 0.1 － 7 1.4 － － － 氾濫平野 湾曲部外側

河岸崩壊 1 1250 不明 － 6 － － － － 旧河道 湾曲部外側

河道閉塞 溢水氾濫 1 610 不明 － 不明 － － － － 谷底平野 湾曲部
大量の土砂・
流木の流下

■ 堤防被災事例の整理結果（被災時の外力・被災箇所の状況）
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■ 堤防被災が懸念される場所の例
対象区分 堤防被災が懸念される場所 場の特徴 想定される被災形態 適用可能な水防災技術

狭窄部上流側 出水時に河川水位が上昇しやすい 越水 モバイルレビー・水防シート

橋梁上流側
出水時に河川水位が上昇しやすい（とくに流木が多い場合には
注意が必要）

越水 モバイルレビー・水防シート

樹木が繁茂している箇所 出水時に河川水位が上昇しやすい 越水 モバイルレビー・水防シート

土砂の堆積が著しい箇所 出水時に河川水位が上昇しやすい 越水 モバイルレビー・水防シート

湾曲部外側等の水衝部 出水時に河川水位が上昇しやすく流速が大きい 越水・侵食 モバイルレビー・水防シート

支川合流部上流側 出水時に河川水位が上昇しやすい 越水 モバイルレビー・水防シート

上流からの氾濫流が集中する箇所 氾濫時に堤内地側からの越水が生じる可能性がある 越水 水防シート

支川合流部等において本川と支川に挟まれた
箇所、または曲率の大きい湾曲部の内側

出水時に浸透流が堤内地に集中する可能性がある 浸透（噴砂・パイピング） 堤防浸潤監視・リリーフウェル

堤防天端高が局所的に低い箇所 出水時に越水が始まる箇所になりやすい 越水 モバイルレビー・水防シート

堤体漏水の履歴がある箇所 堤体内に水ミチや緩みが存在する可能性がある 浸透（噴砂・パイピング） 堤防浸潤監視・堤脚安定工

堤体の締固めが不十分で浸透性が高い箇所 豪雨時や出水時に堤体内水位が上昇しやすい 浸透（漏水・のりすべり） 堤防浸潤監視・堤脚安定工

裏のり勾配が局所的に急な箇所 豪雨時や出水時に裏のりの不安定化が生じやすい 浸透（のりすべり） 堤防浸潤監視・堤脚安定工

堤防天端の沈下が発生しやすい 越水 モバイルレビー・水防シート

樋門等構造物周辺堤防に空洞や緩みが存在する場合がある 浸透（噴砂・パイピング） 堤防浸潤監視・リリーフウェル

基盤漏水の履歴がある箇所 基礎地盤内に水ミチや緩みが存在する可能性がある 浸透（噴砂・パイピング） 堤防浸潤監視・リリーフウェル

行き止まり型の土質構造となっている箇所 出水時に裏のり尻付近で透水層内の水圧が高くなりやすい 浸透（噴砂・パイピング） 堤防浸潤監視・リリーフウェル

被覆土層の厚さが局所的に薄い箇所 出水時に裏のり尻付近で漏水や噴砂が生じやすい 浸透（噴砂・パイピング） 堤防浸潤監視・リリーフウェル

山付部で斜面の安定性が懸念される箇所 豪雨時に斜面が崩壊し河道を閉塞する可能性がある 越水 モバイルレビー・水防シート

注3）既に適切な対策工が施工されている箇所については対象外とする。

河道

地盤

堤体

注1）浸透被災については、堤防高（堤防天端と堤内地との比高）が大きいほど注意が必要。

注2）行き止まり型の土質構造は、堤防下の透水層の厚さが堤内地に向かって薄くなる箇所、旧河道や落堀などの要注意地形が分布する箇所、山地や丘陵地が堤防に迫っている箇所、法尻付
近に大型の水路等の構造物が設置されている箇所等に存在すると考えられる。

軟弱地盤が分布する区域
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■ 浸透による被災が懸念される堤防周辺地盤の土質構造等の例 (1)

透水層が堤内地で消滅または薄くなる箇所（行き止まり型）

透水層

難透水層

堤防

河道

平面図

横断図

堤防

難透水層
透水層

山付き部の上流側（行き止まり型）

透水層 山地

堤防

河道

平面図

横断図

堤防
山地

透水層

透水層

堤防

河道

平面図

横断図

堤防

透水層

旧河道（難透水層）

難透水層からなる旧河道が近接する箇所（行き止まり型） 透水層からなる旧河道が近接する箇所

難透水層

堤防

河道

平面図

横断図

堤防

難透水層

旧河道（透水層）

※難透水層が透水層、透水層が高透水層の場合でも同様
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■ 浸透による被災が懸念される堤防周辺地盤の土質構造等の例 (2)

被覆土層の厚さが局所的に薄い箇所

縦断図

平面図

被覆土層

透水層

堤防

堤防

河道

透水層

支川合流部付近
平面図

河道

透水層

河道（本川）

堤防

漏水の履歴がある箇所

堤防

河道

透水層

平面図

堤防

透水層 高透水ゾーン
（過去の漏水発生時に形成され残存）

横断図
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■ 堤防被災後の復旧対策事例

越水による被災箇所（破堤）：千曲川（2019）越水による被災箇所（破堤）：那珂川・久慈川（2019）

越水による被災箇所（破堤）：阿武隈川（2019）
※堤内地側からの越水による被災箇所

越水による被災箇所（破堤）：鬼怒川（2015）

浸透による被災箇所（破堤）：矢部川（2012） 浸透による被災箇所（漏水・噴砂）：常呂川（2016）
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２．水防災新技術
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ハイブリッドパネル堤
（モバイルレビー）

溢水対策（水防工法）

水防シート
（シート被覆工法）

三角水のう
（モバイルレビー）

リバーテクノウェル
（簡易リリーフウェル）

三角水のう（月の輪工法）

越水対策（水防工法）

漏水対策（水防工法）

ジオセル
（堤脚安定工）

堤防補強

水防災新技術の適用イメージ

堤防浸潤監視

水位計（無線通信）

比抵抗モニタリング
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３．堤防調査新技術
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■ 河川堤防において浸透に伴って生じる諸現象

不飽和

飽和

泥濘化・流動化

浸透圧による押し出し

すべり破壊陥没

ボイリング

パイピング

内部侵食

パイピング

降雨量

降雨強度

ピーク水位

水位変動速度

洪水継続時間

透水係数

層厚・分布範囲（行き止まり構造の有無）透水層

難透水層（被覆土層）

土質構造

透水係数

せん断強さ 締固め度

保水性

透水係数

堤内地の微地形

揚圧力

盤ぶくれ

噴気

噴砂

粒度分布

層厚・分布範囲

粒度分布

堤体漏水

地盤漏水

初期飽和度 降雨浸透

河川水の浸透

• 河川堤防では、豪雨や洪水時に、外力条件、堤体や基礎地盤の土質構造等の地盤条件
に応じて様々な現象が生じ、すべり破壊やパイピングによって破堤に至るような大き

な被害が発生する場合がある。

• 長大な延長を有する堤防のどこでどのような現象が起こるかを予測することは困難で
あるが、堤防の安全性向上を図るためには地盤調査技術の高度化や実装化が課題の一

つとなっている。
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■ 堤防における地盤調査と安全性照査・対策検討の留意点

• 浸透被災が懸念される箇所では、堤体および周辺地盤の土質構造（透水層・被覆土層

の分布状況等）を三次元的に把握することが望ましい。

• 土質構造の把握に当たっては、ボーリング調査、物理探査、サウンディング、簡易サ

ンプリング等を組み合わせて、効率的かつ効果的な調査計画を立案する。

• 物理探査は、測線沿いの深さ方向に得られる物理量（比抵抗・S波速度等）をもとに

土質構造や状態の変化を連続的に推定することができる。電気探査、表面波探査、電

磁探査などの種類があるが、各々の特徴を踏まえて調査目的に適した方法を選定する

ことが重要である。

• 安全性照査を実施する代表断面は、微地形、堤防形状、堤体および周辺地盤の土質構

造、被災履歴、浸透対策実施状況等をもとに適切に選定する。

• 浸透対策が必要と判断された場合の対策工法や対策範囲は、地盤調査結果や安全性照

査結果等をもとに適切に決定する。
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（参考資料）

河川堤防の構造検討の手引き：https://www.jice.or.jp/tech/material/detail/10

物理探査学会・統合物理探査調査研究委員会報告書 ：http://www.segj.org/publication/pdf/IntegratedReport.pdf

https://www.jice.or.jp/tech/material/detail/10
http://www.segj.org/publication/pdf/IntegratedReport.pdf


22

堤防

河道

既往ボーリング調査地点

物理探査測線

簡易サンプリング地点

■ 浸透被災が懸念される箇所における調査計画の例
• 対象箇所周辺の土質構造（透水層・被覆土層の分布状況等）を三次元的に把握するために、ボーリ

ング（できるだけ既往の調査成果を活用）、物理探査、簡易サンプリング等を組み合わせた調査を

実施することが有効である。

• 物理探査の測線は、現地の状況に応じて測定作業が可能な位置や範囲を設定する。

• 簡易サンプリング（またはサウンディング）は、物理探査結果の解釈に必要な土質状況を確認する

ことを目的として実施し、地点数や位置は物理探査結果等を参考に決定する。

高水敷

堤内地



■ 堤防調査への適用が期待される新技術

名 称 参照サイト

GPサンプリング https://www.kiso.co.jp/services/ground-survey/sampling.html

接地抵抗を利用した地下水位簡易測定 https://www.kiso.co.jp/services/ground-survey/in-situ-test.html

微細気泡を用いた高品質サンプリング（IFCS工法） https://www.ckcnet.co.jp/technology/survey/ifcs/

電気式コーン貫入試験(斜め下方貫入) https://www.zenchiren.or.jp/market/pdf/h28.pdf

地盤3次元化技術を活用した効率的な河川堤防の点
検・管理

https://www.oyo.co.jp/services/infrastructure-maintenance/efficient-

embankment-inspection-and-management/

比抵抗による堤体内滞水状態モニタリングシステム
および物理探査と地下水観測技術を活用した堤防内
部状態のモニタリングシステム

SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）インフラ維持管
理・更新・マネジメント技術：インフラ技術総覧，pp.88-89

https://www.jst.go.jp/sip/dl/k07/sip_k07_souran.pdf

地中レーダや電磁法を利用した堤防内部構造調査 https://www.kge.co.jp/prevention.html

比抵抗探査 http://www.diaconsult.co.jp/ei_hinmoku/ei_cyousa/c_idx_buttan/c_hit

eikou/c_hiteikou01/
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2022.7.29地盤WG「物理探査等堤防調査技術に関する意見交換会」より

https://www.kiso.co.jp/services/ground-survey/sampling.html
https://www.kiso.co.jp/services/ground-survey/in-situ-test.html
https://www.ckcnet.co.jp/technology/survey/ifcs/
https://www.zenchiren.or.jp/market/pdf/h28.pdf
https://www.oyo.co.jp/services/infrastructure-maintenance/efficient-embankment-inspection-and-management/
https://www.oyo.co.jp/services/infrastructure-maintenance/efficient-embankment-inspection-and-management/
https://www.jst.go.jp/sip/dl/k07/sip_k07_souran.pdf
https://www.kge.co.jp/prevention.html
http://www.diaconsult.co.jp/ei_hinmoku/ei_cyousa/c_idx_buttan/c_hiteikou/c_hiteikou01/
http://www.diaconsult.co.jp/ei_hinmoku/ei_cyousa/c_idx_buttan/c_hiteikou/c_hiteikou01/


堤防調査技術の検討により目指すアウトプット 検討の方向性・キーワード

• 堤防の安全性照査の代表断面や想定外力を適
切に設定する技術の向上に資する知見やアイ
デアの集積

• 適用が想定される堤防強化対策の検討・設計
を念頭に、必要な物理量と精度を満たす調査
技術の体系化

• 重要水防箇所の見直し等、流域治水対策のメ
ニューの検討に資する調査技術の提案

• 気候変動による洪水外力の増加や嵩上げ等の
堤防整備に伴い、これまで被災履歴がなかっ
た箇所でも被災が発生する可能性があること
にも注視

• 被災事例等と、堤防・地盤の構造パターン化
などを考慮したケーススタディ的アプローチ

• 2次元から3次元への発想の切り替えを伴う各
種調査技術の適用性検討
（LP・点群データ・BIM/CIM・各種サウンディ
ング・サンプリング技術・物理探査etc）

• 関係機関や研究会の有識者の皆様との広めの
議論、意見交換、ご指導を仰ぎながら、他の
WGとも協働を図る
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■堤防調査技術に関する今後の検討に向けて
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